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市場再編により、企業は基準に応じてプライム・スタンダード・グロースに分かれ、上場維持の条件もより厳しくな

る。私は、この改革で市場の信頼性と効率が高まると考える。理由は、企業が株主との対話や情報開示、社外取締役

の活用などを進め、資本効率を意識せざるを得ないからだ。基準を満たせない企業は改善策を示すか、市場移動・統

合・上場廃止を選ぶため、投資家は比較しやすくなり、新陳代謝が進む。また、最上位区分の企業が増えれば海外投

資家の資金も呼び込みやすく、流動性が高まり、価格形成も公正になる。成長企業は計画を示して資金調達しやすく

なり、実体経済の成長にもつながる。（277 字） 
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